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七
三
六)

雜
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笫

況

號
一五一ハ

:
て
、.

『

物
質
的
實
在』

に
變
せ
し
む
る
に
至
る
.べ

し

气

斯

.'
き
が
如
し
。
者
し
®
人
.が
生
產
上
.に
於
る
何
等
が
.の
現 

く
の
i 
く
菩
人
の
及
想
:«
1:
具
體
的
資
本
財
を
有
す
る
實
の
效
果
を
資
本
に
歸
せ
ん
ど
欲
す
る
な
ら
ば
、

®

V 

こ
t
の
必
要
な
る
こ
ミ
が
、：
具
體
的
資
本
财
よ
；b
以
外
は
常
に
其
的
體
資
本
財
を
意
味
せ
ざ
る
可
ら
す
"
ク
ラ 

の
何
も
の
か
が
具
體
的
物
質
的
實
在
，を
權
成
ず
と
云
ふ
丨

>
敎
授
は
資
本

©
抽
象
慨
念
ど
具
體
的
資
本
財
ど
0 

こ
ど
の
何
等
か
の
滞
.據

な

と

，
：眞
而
目
に
.想
像
せ
ら
一
間
に
第
三
の
槪
念
を
柿
入
せ
ん
ど
試
み
、
而
し
て
此
館 

る
べ
:&
か
。
之
に
反
し
て
、
#
は
之
等
の
資
本
財
が
其| 

.三
の
も
0 '
に
物
質
的
實
在
€
し
て
の
現
實
の
存
莊
を
歸 

唯
一
の
^
體
的
事
物
を
«
成
す
る
こ
ど
.の
明
白
.な
る
證
—
せ

ん

ご

す

る

な

さ

れV
J
_

は誤
！！

に

過

ぎ

ざ

る

な
 

據
に
は
あ
：ら
ざ
る
か
o
之
み
同
樣
の
辯
證
的
方
法
に
よ

I

W
ク
ラ
ー
ク
敎
授
は
、
.彼
の
創
造
が
、
彼
或
は
經
濟 

り

て

^
德
或
は
善
の
槪
念
の
如
き
最
、も
疑
ひ
'な
き
柚|

學
を
誤
»
に
陷
ら
し
め
ざ
る
や
ぅ
に
譏
り
/

若
し
く
は 

象

が

:«
勝

的

.^
物
に
變
せ
ら
，れ
#
ビ
云
ふ
T
>
を̂
，、
：ク

|

何
等
か
の
援
助
を
與
ふ
る
も
の
ど
、
考
ム
る
は
誤
り
な 

ラ
1
ク
敎
授
は
認
め
，ざ
る
，や
。■
之
等
の
抽
象
を
具
體
化|
り
。之
等
の
間
®
の
學
間
土
の
取
扱
R
於
け
る
進
#
は
、

: 

す
こ
^
は
具
體
的
の
美
德
あ
る
人
に
關
係
し
て
こ
そ
思j

全
く
相
異
れ
る
龆
別
‘
I

BS
;
も
ク
ラ
ー
ク
敎
授
の
導
，ト

,
 

考
し
#
ら
る
.、
な
り
。」 

：
I
.

せ
ざ
b
し
區
别——

に
基
く
，•か

如

く

思

は

る

、

な

b
o 

而

し

て

、
-
,
吾

人

は

杣

象

の

方

法

：
に

よ

&

て
、：具
體
的
即
其
區
別
ビ
は
生
.產資
本
ど
消
*
資
本
ど
の
間
に
於
る 

资
本
財
及
變
移
す
る
資
本
財
よ
b
資
本
の
.槪

念

を

演

釋

M
別
なb

」
(
(
B
6
h
3
,
B
a
w
e
r
k
,

 

o
p
. 

c
l
r
l
p
p
. 

1
3-

1
4
) 

す
る
こ
ご
を
得
る
な
1

其
概
念
が
活
動
.も
生
產
も
爲
：：

(

未
完

>
入

^

声

v

る
こ
ど
は
、
鐵
槌
の
槪
念
が
釘
を
打
込
む
こ
ど
な
::
;
.

.

そ

の

現

狀

」

を

叙

す

る

の

で

あ

つ

て

、

主

嬰

國

三

十

九

'

- 

v

\

r

チ

:
紹

令

 

/
ヶ
國
の
貿
易
を
ば
稀
々
の
見
地
か
ら
詳
密
な
統
計
を
以

* 

;

て

說
示
し
て
居
り
本
章
の
紙
數
の七
割

は

實

に

是

等

の

.

.

.
：
：
：

小
t

太
I

「

海

商

國

の

立

場
‘

か
ら

」

：
：：

數字のみを以て埋められて居るが、その中には、

5

ハ
版

1
1
5ハ(

外
1
1英
文

1
:〇)

頁册界の貿易

(

金)

* «

に

,

省}-
?

数

に

ょ

る

修

正

を

如

へ
 

定「

似

；
金

威

明

五

十
•

,|
:

て
作
れ
る
近
似
的
貿
易
數
最(

八
九
丨
九
〇
頁
>
陸
上 

.

货
都
來
京
、：內
外
出
版
株
式
會
社
發
行
：
_

,:•
:賀
易
€
海
上
貿
易
ビ
の
割
合C

九

：1

丄
一
頁)

及
び
無
形
''
::

:

本
書
は
荖
者
が
海
商
國
の
立
睡
か
ら
論
述
し
て
大
部

|

輸
出

^

し
て
の
貨
物
雜
賛
收
入
の
程
度

(

九
四
丨
六
1)

：
 

分
は
旣
：に
新
聞
ゃ
雜
誌
の
上

_

で
發
表
し
た
近
作
數
篇
を
一
航
路
別
世
界
貿
易
表

(

凡
六
丨
，1
0
一
一
頁)

の

如

/
、
海

運 

極
め
て
作
つ
た

^

0

で
、
奪
を
分

^

こ
：ヒ
八
。'.

今

、
：そ

I

 

‘

の
立
場
か
ら
見
て
意
義

®

&

も
の
が
含
ま
れ
て
居
る
。

；

,

-
 

の
內
：容
の
大
綱
を
ば
讀
過
の
際
の
感
想
を
交
へ
つ
、
紹

«

最
後
の
も
の
に
就
て
觅
に
慾
を
云
へ
ば
、
此

の

表

に
, ;
:

':
:

:

' .

介

す

る

。
..：

 

V

 

|
::
;

對
せ
し
む
る
に
航
路
別

_

航
船
腹
最
を
以
て
す
る
こ
ビ

:

;

:』

. 

ン
第
：

1
)

章「

海
商
國
の
立
場
か
ら」

は
、「

本
邦
の
最
高
释

|

 

S
a

r
g

e
n

t

が

S
e

e
w

a
y

s

 

o
f

 

t
h

e

 

E
m

p
〖
r

e

に
於
て
な
せ
る 

■

政
策
の

®

調
を
な
せ
る5

 

ロ
問
題
は
海
商
國
ど
し
て
一
が
如
き
シ
得
ば
、
困
難
は
困
難
な
：る

.v

へ
&

も
益
す
.る
所 

立
つ
こ

^

に
ょ
つ
て
始
め
て
解
決
せ
ら
れ
得
る

S

い
ふ
一
は
觅
に
大
な
る
も
の
が
あ
ら
ぅ
义
思
。
ふ
第
三
章
は「

世 

; .

こ
ゼ
を
述
べ
れ
の
で
あ
ら
て
へ
大
體
に
於
て
蕃
者
の̂

海
界
大
戰
が
日
本
の
經
濟
に
及
ぼ
せ
し
影
響」

•

を
題
す
る 

.

蓮
®

濟
論」

.

第

一

卷

第

：ニ
章
：の

論

旨

を

ば

敷

衍

雜

說

し

が

、
：
經

濟

各

方

面

に

關

す

る

節

單

U

る
叙
述
は
紙
數
の 

た
も
の
と
！

K

ひ
#

る
。
®:
に
海
询
國
し
て
立
つ
ビ
す
三
分
の
一
を
數
字
を
以
て
埋
む
る
卷
求
の
英
文
一
篇
を 

れ
.

ば
活
動
舞
臺
た
る
世
界

> «

易

界

の

狀

態

を

知

る

の

必
»

て
之
に
充
て
、
あ
る
。

:'

要
が
ぁ
る
，
そ
己
で
第
二
章_

で「

嫌
界
質
易
の
發
達
£

.

，著
者
は
海
運
が
貿
易
補
助
の
機
關
を
し
て
重
要
な
る

滞

十

六

卷
S

H

S

0

0

澌
刊
湖
介 

第
5

ー
ポ
七



勝
十
一
ハ
卷

(

七
；11

八〕

.■
雜錄雜邦紕介

顆

.，のI
,

例

を

英

國

に

發

見

し

國

民

的

產

業

^

し
て
重
袈
な
る 

，場
合
を
諮
威
に
見
る
。:：

;

如
ぢ
第
四
章
'「

海
商
國
ど
し
て 

の
英
國」

に
於
て
、英
國
の
戰
前*

戰
時
•戰
後
の
海
運
。
 

贸
易
"
經
濟
の
狀
態
を
«
雜
誌
k
现
は
れ
た
る
リ
ヷ
グ 

•
1ル
：®
主
協
會
の
報
吿
、
0
ロ
3
ョ
§
0.
.
:氏
の
小
酬
子
、
. 

He
r
b
e
r
t 

F
e
i
s

厌
の
論
文
に
«

っ
て
を
れ
ノ
^
.
紹
介
せ 

ら
れ
て

®

り
ノ
何
れ

も

布

益
な
賢
料
で
あ
る
が
、
忌
憚 

な
ぐ
云
へ
ば
、
次
章
ヒ
比Y

て
少
し
物
足
ら
ぬ
感
じ
が 

し
れ
、
戰
前
の
英
國
海
運
■
情

の

如

き

は

"
他
の
資
料 

例
へ
ば 

R
e
p
o
r
t

 

of 

the, departmental 

c
o
m
m
i
t
t
s

 
appointed 

b
y

 

t
h
p

 B
o
a
r
d

 

o
f Tr

a
d
e

 

to 

consider the 

position 

of the 

S
h
ipping 

s
d Shipbuilding 

Indus- 

tries 

after 

she 

war, 

JV6
S
.
の
如
き
も
の
に
ょ
つ
.て
補 

筆
せ
ら
れ
た
り
し
な
ら
ば
ど
の
感
な
さ
を
得
な
い
。

m 

五

齋

「

伽
運
國
)£
し
て
の
諮
威
L
は
、
！
：

M

に
は
大
船
主 

な
く
帆
船
及
び
輸
入
に
«
る
、小
塑
中
古
の
貨
物
船
多
く 

し

て

主

ど

し

て

傭

船

運

，送
に
從
雜
じ
故
國
に
歸
潘
す
ト
る 

率
の
少
き
點
な
ど
を
詳
細
に
分
說
し
た
所
は
、
同
國
の 

海
運
が
資
本
主
_
的
集
中
的
大
企
業
ど
し
て
V

な
く
國 

_

R
的
^
i
tビ一

*

て

し

て

居

.る

.こ
，.

最
も
ょ
^
^
云

. 

第
71
媿

一

玉

八

$
褒
は
し
て
居
り
頗
る
奥
味
を
以
て
®

ん
だ
P
唯
、
同 

::

國
で
は
海
雛
事
故
に
ょ
る
汽
船
の
喪
失
が
他
の
諸
國
に
，
 

優
れ
て
多
い
や
う
で
あ
つ
て
此
の
點
は
0

0

の
®
運
を 

紹
介
又
は
批
評
す
る
上
に
於
て
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の 

、
如
く
に
思
は
れ
る
が
、
著
者
が
之
を
默
過
し
て
居
る 

の
は
果
し
て
如
何
な
も
の
で
あ
^
う
か
。

第
六
章「

北
米
合
衆
國
の
海
運
^
そ
の
海
運
政
策」

は 

.同
國
海
運
最
近
の
發
.厫

，
ジ

ョ

ー

ン

ス

海

運

法

•
海
運
確 

:

立
の
努
力
‘
米
國
海
連
の
將
：來
そ
の
他
に
就
て
說
い
て
、
 

「

居
る
が
、
ジ
ョ
ー
ン
ス
法
に
現
は
れ
た
る
保
議
政
策
に
：
 

ば
餘
程
重
き
を
置
い
て
あ
る
や
う
で
あ
り
而
し
て
そ
れ 

:は
巧
み
に
說
明
批
評
せ
ら
れ
て
居
る
。
唯
、
前
半
に
於 

て
は
，米

國

船

主

に

運

賃

延

戾

の

如

き

n

ン
フ
，
レ
ン
ス 

の
慣
用
手
段
を
禁
じ
、
後
平
に
於
て
は
斯
る
手
段
を
用 

:
a又
は
米
國
船
を
ば
除
外
又
は
對
等
の
條
件
を
以
て
加 

入
せ
し
め
ざ
る
コ
ン
フ
エ
レ
ン
ス
の
所
屢
の
外
國
船
に 

ヾ
入
^
を
禁
ず
る
旨
を
&
定
せ
る
ジ
ョ
ー
ン
ス
.法
第
二
十
へ 

.條
に
就
て「

言
す
れ
ばr

著
者
は
之
を
以
て
外
國
船
コ 

シ

フh

レ
ン
ス
べ
の
米
國
»
«
込
策
ご
解
し
て
居
ら
れ 

る
が(

三
〇

r
頁)

、
を
れ
は
同
條
後
半
だ
け
に
就
て
の

乙
皮
で
あ
つ
て
V
同
滌
全
體
£
し
で
見
れ
ば
此
の
後
半 

は
米
國
海
運
保
護
の
立
場
か
ら
見
て
前
半
に
對
す
る
謂
へ

は
..
.
.
V
ネ
セ
ッ.
.
f
リ—

 

d
コ
V
ラ
ジ
.
1で

あ

り

、
ノ
ト
ラ
._ス
.ト

禁
止
法
の
精
神
か
ら
し
て
不
公
正
农
慣
用
字
段
を
禁
せ 

ら
る
S
米
國
船
を
し
て
對
外
的
に
不
利
の
地
位
に
立
た 

ざ
ら
し
め
む
^
ず
る
の
考
處
に
出
で
た
も
の
に
外
な
ら 

な
い
や
ぅ
に
考
へ
ら
れ
る
。
：文
著
者
は
此
の
政
策
を
評 

し
て
、®

M
の
如
き
慣
用
毕
段
を
禁
す
れ
ば
コV

フ
ェ
レ 

X

 

Iス
は
力
を
弱
め
ら
れ
そ
の
利
益
も
減
ず
る
か
ら
之
に 

米

國

船

を

割

込

ま

せ

む

^
す

る

意

味

が

無

く

な

る

ど

云 

て
居
ら
れ
る
が(

三
〇
ニ
ー一 
一f
H)

、
_
米

國
人
は
斯
る
惯 

用
手
段
を
禁
た
る
.千

九

西

十

六

年

の

商

船

法

第

十

_四
條 

を
以
て
コ
ン
フ
ェ
レ‘
ン
ス
の
弊
を
棄
て
、
刺
益
の
み
を 

保
留
す
る
所
以
で
あ
る
.と

な

し

て

居

る

や

ぅ

で

：あ

る
か

-

ク
.

/̂
ĉ
aer,.ocean..steaJnsbip:Tra

3?c'MJaugem.

<pat,

で.260. 
ノ.. 

huso

J3principles, ofoce 
5
: 

Transportation. 

P
,
3c2,j

「

假
令
力
は
弱
め
ら
れ
て
も
之
れ
に
加
入
す
る
方
，が
刹 

..益
が
：あ
る
^
し
て
居
る
の
で
は
あ
る
^
い
か
。
第
八
章 

:

「

海
士
«
保

險

の

國

營

問

題

」
：

は

、
，
平

時

に

於

て

海

上

再 

保
險
を
國
營
に
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
對
外
的
質
為
e 

.運
輸
の
保
譲
の
目
的
を
以
て
ト
多
少
の
_
庫
負
擔
を
覺
，

第

十

六

怨(

七
三
九| 

:
雜

新
列
龆
介

悟
し
て
市
場
料
率
よ
り
も
低
率
で
> 
國
營
民
營
併
存
主 

義
に
よ
る
の
外
は
な

い

、
皮
去
+

」
>£
を

論

する

雄
篇 

で
あ
つ
て
、
理
路
整
然
、大
に
首
肯
せ
し
め
る
。
第
八
章 

「

我
最
高
經
濟
政
策
ビ
海
運
政
策」

は
本
邦
の
商H
立
國 

主
義
に
必
要
•條
件
た
る
海
運
の
發
逄
を
計
る
の
途
は
V 

諸
外
國
を
し
て
新
に
保
護
政
策
を
採
る
に
至
ら
し
め
ず 

又
彼
等
の
現
花
の
保
謎
政
策
を
緩
和
す
る
に
至
ら
し
む 

る
の
策
を
採
る
こW

、

對
外
的
保
護
政
策
を
廢
し
彼
我 

を
公
正
な
る
競
爭
の
地
位
に
置
く
こ
S
で
あ
る
^
な
し 

航
路
補
助
余
や
沿
岸
貿
易
の
對
外
的
禁
止
を
廢
止
又
は 

小
範
圍
に
限
定
す
べ
し
ビ
論
じ
て
居
か
。
著
漭
の
意
見 

に
は
人
を
し
て
典
鳴
せ
し
奴
る
も
の
が
あ
る
が
、
唯
、
 

蜀
親
の
感
を
し
て
は
、
海
運
の
保
護
策
に
は
別
に
商
船 

.隊
の
內
容
€
そ
の
運
用
經
營
上
の
棱
術
ど
を
優
秀
な
ら 

.し
め
公
正
な
る
競
箏
又
は
共
働
上
の
實
力
を
增
加
せ
し 

む
る
こ
を
に
努
め
る
苳
い
，ふ
對
內
的
且
つ
積
極
的
のI 

®
が
存
す
る
こ
ど
を
も
併
せ
て
指
摘
せ
ら
れ
た
か
つ
た 

S 
思
ふ
。
：

：
.
.
：

.

以
上
八
篇
、
予
は
苏
大
綱
を
紹
介
し
つ
、
そ
の
長
所 

を
擧
ぐ
る
よ
^
'も
寧
ろ
萄
望
の
感
を
述
ベ
る
^
の̂
*
か

第
.

：土
號
.
一
五
九
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新
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多
か
つ
た
が
、
本
書
素
ょ
り
幾
多
の
長
所
を
持
つ
？
著 

者
は
さ
き
に「
海
運
に
關
す
る
知
識
を
廣
く
普
及
せ
ん 

M
爲
め
に
な
る
ベ
く
通
俗
.平
易
に
書」

い
た
海
運
經
濟 

論
0

:一
 

卷
を
公
に
せ
ら
れ
た
が
、
此
の
目
的
に
は
本
*
 

の
如
き
は
更
に
多
く
叶
つ
て
居
る
も
の
ビ
思
ふ
。

妄

言

 

多
罪
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增
井
幸
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商
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へ
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版
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五
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.
足
似
金
三
四
八
十
錢 

丸
#
株
式
會
社
戗
行

旣
I:「

商

業

寶

質

」「

商

業

，
算

術

，

」
「

商

，
事

要

項

及

び

商
 

業
箅
術
し「

高
等
商
業
數
學」

等
の
:1^
書
：を

學

界

に

寄

與 

せ
ら
れ
た
る
早
稻
田
太
學
敎
授
小
林
行
昌
氏
は
愛
に
又 

た
其
の
多
年
の
蕰
蓄
の_

一
 

部
を
披
歴
し
て
，

r

內
外
商
業 

政
^

J
.
:
M
卷
を
世
.に
.示
さ
■る 
> 

こ
^
と
爲
れ
り
。
.：
吾
人 

が
此
囘
寄
贈
の
榮
に
溶
し
代
る
も
の
は
興
の
上
卷
し
し 

て

商

槳

蚁

策

の

艴

圆

、
商

業

の

本

資

"
：
商

業

の

種

類

並

第

艽

號

一

六

_。

び
に
商
業
政
策
の
根
本
主
義
を
論
じ
た
る
總
論
、
對
内 

商
業
政
策
の
全
部
及
び
對
外
商
業
政
策
の
內
、
外
國
贸 

1T
の
瑚
論
、
其
，の
統
計
に
至
る
ま
で
を
收
錄
せ
る
も
の 

:

な
A
。
而

し

て

貿

易

政

策

の

，主

義

、
關

稅

政

策

、
通
商
條 

約
論
、
貿
易
獎
B
策
"
，
戦

後
0'
各
_
贸
易
戰
等
の
諸
羽 

，目
は
之
れ
を
下
卷
に
讓
れ
り
。
對
內
商
業
政
策
や
、
通 

貨

r
行
政
策
、
租
税
政
策
の
知
き
は
乳
^

^

^

^

^

 ̂

の

諸

書

に

委

し

て

之

れ

を

省

略

し

"
商

業

會

議

所

、

商 

業

敎

育
"
產

業

國

營

の

如

き

は

之

れ

を

後
：：！

の
補
足
に 

俟
て
ぅ
o
論
述
平
明
，
些
の
難
解
銜
學
な
し
。
此
の
廣 

g

に
し
て
錯
雜
せ
る
問
@
を
補
べ
て
卑
姐
な
る
文
字
を 

以
て
斯
く
ま
で
明
快
な
る
解
釋
を
下
せ
る
こ
ど
、
.
Mに 

學
界
の
巨
险
に
非
す
ん
ば
能
は
ざ
る
所
な
り
。
菩
人
は 

本
書
の
{元
成
を
待
つ
こ
^
切

な

:!
)
。(

高
橋
誠
一
郞)

!


